
 サンプリングコマンドには、ランダムサンプリング、金額単位サンプリング、金額単位サンプリング
の評価の3つの機能があります。

 「ランダムサンプリング」の機能
ランダムサンプリングは、対象データからランダムにレコードを抽出する機能です。サンプル件数
を入力すれば、コマンド起動時に生成されたランダムシードとRAND関数に基づいて、サンプリング
を実行します。
サンプルサイズは、特定の値を入れる事も出来ますが、予想逸脱率、許容逸脱率、ベータリスクを

入力して計算させることもできます。

 「金額単位サンプリング」の機能
金額単位サンプリングは、数値データに含まれる値を基にサンプリングする機能です。
サンプリング区間は、特定の値を入れる事も出来ますが、簿価の合計金額、許容誤謬金額（重要性
の基準値）、予想誤謬金額、ベータリスクを入力して計算させることもできます。

 「金額単位サンプリングの評価」
金額単位サンプリングの評価は、金額単位サンプリングを行ったレコードの監査結果を評価する機

能です。
具体的には、サンプリングデータに監査結果を入力することで、統計的分析結果として、設定した
信頼度における母集団全体に与える影響額（推定上限誤謬金額）を算定します。

「サンプリング」機能について「サンプリング」機能について
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①「ActiveData分析コマンド」グループ内
の「サンプリング」をクリックします。

②「サンプリング」ダイアログボックス

が開きます。
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「ランダムサンプリング」機能説明「ランダムサンプリング」機能説明

ランダムシードとして入力されている数値は、ご利用のコンピュータの
現在の日付と時間から生成された擬似的なランダム値です。ランダム

シードを用いてランダム生成機能を初期化します。前回のサンプリング
実行時に用いた同じシード値を用いて再度サンプリングを実行すると、
前回のサンプリング結果を再現できます。ActiveDataはVisual Basic
の RND関数を用いてランダムな数値を生成しています。

このコマンドを実行すると、シートからｎ件のランダムサンプルを抽出できます。「サンプリング開始
行」と「終了行」を指定することで、シートから抽出するサンプルの範囲を操作できます。標準では、

シート上にあるすべてのデータ行を対象にサンプリングを実行します。

「計算」ボタンを押すと、「サンプルサイズの計算」

画面が開きます。
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「ランダムサンプリング」機能説明「ランダムサンプリング」機能説明

サンプルサイズの計算では3つの計算要素を入力します。
・予想逸脱率
・許容逸脱率
・ベータリスク(1- 信頼度) 

サンプルサイズは属性サンプリングに用いるために計算されます。
すなわちサンプリングされる証憑に実施するテスト結果は、真または
偽のどちらかで判定されます。
真であれば特定の属性があり、偽であればそうでないと判定します。

結果として、次のような値が計算されます。
・計算されたサンプルサイズ
・このサンプルサイズにおいて予想される

エラー件数(サンプルサイズ × 上記で入力した予想逸脱率) 
・発見したエラー件数に対応するベータリスクと上限逸脱率のリスト
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「PPS サンプリング」機能説明「PPS サンプリング」機能説明

こちらのコマンドにより、選択したシートに存在するデータに対してPPS（金額単位サンプリング）
サンプリングを実施できます。

テスト対象とする取引金額
を選択します。 サンプリングに用いる金額幅です。サンプルサイズと同じ

性質を持つものです。「計算」ボタンをクリックすると、
「標本区間の計算」ダイアログボックスが開き、適切なサ

ンプリング間隔を計算できます。

ランダムシードは、ご自身のPCの日時から生成された擬似乱数
です。乱数生成計算の初期値として用いられます。同一のシー
ドを用いてサンプリング計算を実施すると、以前実施したサン
プリング結果を再現できます。ActiveDataはVisual Basicの
RND 関数を用いてランダム数値を生成しています。

「等間隔」あるいは「区間内ランダム」を選べます。
【等間隔】
1から間隔として指定されている金額までの間にある数値をランダム
に選択します。この値が最初のサンプル値となります。以降のサンプ
ル値は「サンプリング間隔」の数値を加算することで得られます。
【区間内ランダム】
各区間でランダムなサンプル値を抽出します。
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「PPS サンプリング」機能説明「PPS サンプリング」機能説明

この数値はサンプル対象となる取引金額の合計値
を表します。この値は自動的に計算されます。

重要性の基準値です。

誤謬金額がこの値未満の時、重要な虚偽表示は存在しないと判断します。

想定されるエラーの量を金額で表したものです。

この値は各ユーザが過去の経験から決定します。

無効なものを有効と判定してしまうリスクです。この値も許容誤謬金額と同様、虚偽表示の重要
性の判断の基準となる値です。ドロップダウンリストから選択可能な値を選んでください。
拡張係数と信頼係数は、ベータリスクを選択すると自動で設定されます。

サンプリング間隔は入力した拡大係数と要求信頼度を用いて計算されます。
「シートへ出力」ボタンを押すと、結果を新規のシートに出力します。
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「PPS サンプリング」
「金額単位サンプリング評価」機能説明

「PPS サンプリング」
「金額単位サンプリング評価」機能説明

計算するためにはワークシート上に簿価と監査結果が必要です。監査結果には、関連証憑から導かれた、
監査人が正しいと判断した数値を指定します。簿価と監査結果との差異は誤表示と呼ばれます。簿価が
監査結果より大きい場合は、過大計上で、小さい場合は過少計上と呼ばれます。PPSサンプリングは過
大計上を評価するために用いられます。

PPSサンプリングが過大計上に注目する理由は、このサンプル方法が、金額の大きいレコードほど抽出さ
れやすいという性質を持つからです。
過少計上に注目しようとすると、
誤表示の額が大きくなるほど
抽出されにくい結果となりますので、
検出が困難となってしまいます。
評価メニューでは、
サンプリングで用いた簿価の列、
監査結果の列、標本区間、
ベータリスクを指定する

必要があります。
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評価手続の結果として、母集団全体の推定誤謬率
が新しいシートに出力されます。
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評価結果（イメージ）評価結果（イメージ）


